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１．はじめに  

 東京湾奥部に位置する三番瀬は，千葉県の浦安

市・市川市・船橋市に囲まれた面積約 1,800ha の

干潟・浅海域である． 

近年，三番瀬ではアオサの異常繁殖により景観

の悪化や悪臭の発生，水質浄化機能の低下等が問

題となっている．本研究では，アオサの異常繁茂

の原因を明らかにするため水温と塩分濃度に着目

し，培養実験によりその繁殖特性について検討し

た． 

２．実験概要  

 実験には，東京湾奥部に位置する谷津干潟（谷

津川付近）と船橋海浜公園において採取したアオ

サを使用した．また，比較のために広島県廿日市

市厳島で採取したアオサを使用した．採取したア

オサは，前処理として淡水に 1～2時間浸し藻食性

動物を除去した．実験条件を表-1に示す． 

培養水は人工海水（テトラマリンソルト）と食

塩水を用いた．水温は 6ケースとし，水温調節は

20℃以上のケースではサーモスタット付きのヒー

ターを用い，低水温のケースでは水槽の周囲に保

冷剤と氷を設置して培養水を冷し，連続水質計に

より水温を監視して調節した．照度は 3200～3700 

lux に保ち，毎日１回アオサの質量測定と栄養塩

類の施肥を行った． 

３．結果および考察 

3.1 塩分濃度への耐性 

 食塩水濃度を変化させたときの東京湾のアオサ

の質量変化を図-2 に示す．塩分濃度 1%では 1日

目と 7日目で質量にほとんど変化はみられなかっ

た．また，2，3%では 2日目から徐々に減少し，7

日目には 1日目の 50%以下にまで質量が減少した．

これらに対して，0%ではアオサは徐々に腐敗し 4

日目には枯死した． 

 

 
図-1 三番瀬 
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     表-1 実験条件 

培養水 人工海水 食塩水 

塩分濃度（％） 2.5 0~3 

水温（℃） 3~35 12~20 20 

培養装置の大きさ（cm） 25×24×15 16×24×15

実験水（l/台） 20 2 

硫安 60 6 栄養塩類

（mg/日） 過燐酸石灰 60 6 

培養期間 2週間 1週間 
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図-2 アオサの質量変化(食塩水) 
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人工海水濃度を変化させたときのアオサの質量

変化を図-3(a)～(b)に示す．東京湾のアオサは，

食塩水の結果と異なり塩分濃度 2，3%のときに増

加傾向がみられた．また，1%では 1 日目と 14 日

目でアオサの質量にほとんど変化はみられなかっ

た．これらに対して，0%では 1日目から少しずつ

腐敗が始まり，7日目には枯死した． 

広島湾のアオサは，塩分濃度 0%では東京湾の

アオサと同様に 1日目から腐敗が始まり 6日目に

枯死した．2，3%では 14日経過しても質量変化は

ほとんどみられなかった．しかし，1%では徐々に

藻体の腐敗が進行し実験 14日目には枯死し，東京

湾のアオサとは異なる結果となった． 

 実験の結果から，東京湾のアオサは塩分以外の

ミネラルも存在する海水中では塩分濃度が 1~3%

の広い範囲で生息できることがわかった．一方，

広島湾に生息するアオサは，東京湾のアオサとは

異なり，塩分濃度が 2，3%では生長できるが 1%

以下では生長できずに枯死してしまうことがわか

った．その理由として，東京湾と広島湾に生息す

るアオサは種が異なることが考えられる． 

3.2 水温変化への耐性 

 図-4は，アオサの水温変化特性を示したもので

ある．水温 3℃，5℃，20℃，33℃では 1日目から

緩やかに減少する傾向が認められた．これに対し

て，34℃，35℃は 4 日目には質量が激減し，8 日

目には枯死した．このことから，三番瀬のアオサ

の生息水温は上限が 33℃，下限が約 3℃であるこ

とがわかった． 

以上より，三番瀬に生息するアオサは一般的に

枯死するとされる「7℃」以下 1)まで耐性があり，

約 3℃から適性水温の 25℃を超えた 33℃までの広

い範囲で生息できることがわかった．東京湾の年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間の水温は 7℃~25℃と生息可能な水温内である

ことから，東京湾のアオサは，冬は越冬，春から

夏には大量繁殖できる環境にあり，年間を通して

生息が可能であると考えられる． 

 

４．まとめ 

 東京湾に生息するアオサについて培養実験によ

りその繁殖特性を検討した結果，人工海水中では

塩分濃度が 1％～3%の広い範囲で生長可能である

ことがわかった．また，東京湾のアオサは，低水

温での耐性が強く 3℃～33℃の範囲で生息できる

ことがわかった． 
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(b) 広島湾 
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 図-3 アオサの質量変化(人工海水濃度) 
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  図-4 アオサの質量変化(水温変化) 
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